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微生物学（感染分子学） 
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B-d 
1. 西田教行, 佐藤克也,新 竜一郎: ヒトプリオン病の definite cases における髄液中のバイオマーカーの検討と異常

プリオン蛋白試験管内増幅法（RT-QUIC 法）による解析 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）

プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関する調査研究 平成 24 年度総括・分担研究報告書, pp.46-50, 2013 
2. 西田教行: 異常プリオン蛋白試験管内増幅法（Real-time QUIC 法）とバイオマーカーを用いたヒトプリオン病の

髄液診断法の確立 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）プリオン病及び遅発性ウイルス感染

症に関する調査研究 平成 24 年度総括・分担研究報告書, pp.179, 2013 
3. 堀内浩幸, 佐藤克也, 西田教行: CJD 経過に伴う髄液 H-FABP の変動と認知症患者の血清 H-FABP 厚生労働科

学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関する調査研究 平成 24
年度総括・分担研究報告書, pp.39-42, 2013 

4. 水澤英洋、その他多数（佐藤克也）: 1999-2012 年のクロイツフェルト・ヤコブ病サーベイランスの結果 厚生労

働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関する調査研究 平成

24 年度総括・分担研究報告書, pp.19-24, 2013 
5. 新 竜一郎, 祖母井香織, 西田教行, 福田 茂夫: 食品および原材料に応用可能な高感度プリオン検出技術の開発と

BSE の感染病態・増殖機構の解明 厚生労働科学研究費補助金（食品の安全確保推進研究事業）食品を介する伝

達性海綿状脳症のリスクと対策等に関する研究 平成 24 年度総括・分担研究報告書 pp.16-19, 2013 
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6. 佐藤克也: プリオン病サーベイランスにおけるヒトプリオン病の患者の髄液中のバイオマーカーと異常プリオン

蛋白試験管内増幅法（RT-QUIC 法）の解析 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）プリオン病

のサーベイランスと感染予防に関する調査研究 平成 24 年度総括・分担研究報告書 pp.31-34 2013 
7. 水澤英洋、その他多数（佐藤克也）:1999-2012 年のクロイツフェルト・ヤコブ病サーベイランスの結果 厚生労

働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究 平

成 24 年度総括・分担研究報告書 pp.13-22 2013 
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前向き研究 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）プリオン病のサーベイランスと感染予防に

関する調査研究 平成 24 年度総括・分担研究報告書 pp.29-30 2013 
9. 三條伸夫、その他多数（佐藤克也）: 我が国の遺伝性 CJD(V1801)における髄液中バイオマーカー所見と発症年齢

と罹病機関の関連性について 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）プリオン病のサーベイラ

ンスと感染予防に関する調査研究 平成 24 年度総括・分担研究報告書 pp.41-44 2013 
10. 西澤正豊、その他多数（佐藤克也）: V180I と M232R 変異を併せ持つ遺伝性 CJD の 2 症例の検討 厚生労働科学

研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究 平成 24
年度総括・分担研究報告書 pp.45-48 2013 

11. 佐藤克也 : ヒトプリオン病の患者における髄液中のバイオマーカーと異常プリオン蛋白試験管内増幅法

（RT-QUIC 法）の解析 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）プリオン病のサーベイランスと

感染予防に関する調査研究 平成 22-24 年度総合研究報告書 pp.38-40 2013 
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